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　1．冒的］子宮体 が ん 検診 の イ1効性 を 1“i−frlliするため

に検診発見群、外来発見群 の 生存率を比較検討 し

た。　 ［方法］症例は 20 施設に おい て 1989 年 1 月

か ら ／997年12 月 まで に病理組織学的に子宮体が

ん と診断、治療さ れ た 1440 例申追跡が可有巳で あ

っ た ユ398 例を 対象 に 発見契機、症状の 有無、診

断年月日、病理組織診断、進行期、転帰、最終生

存確認 日の 調査 をお こな っ た。発見契機別か ら外

来 （発見〉＃￥，　1110 名 （79．4 ％〉と、老人保健法の

枠内の検診を検診 （発見）群 133 名 （9，5％ 〉とし

て 抽出 し面群 の 比較検討を行 っ た、1結果1  誰行

期分類 （FIGO ／9．　88）による stage 別 の 頻度はい

期の 病変の 割合 は検診群の 方が外来群 よ りも高く、

群間の 分布 に は有意差が あ っ た （p＝O、UO1 ）。 

病理組織学的分類で は 両群に 統計学的な有
．
意差 は

認められ なか っ た。  類内膜腺癌 の 分化度の 頻 度

は 検診群の 方が外来群よ りも分化度の 低 い 症例 の

割合が 多く、群間 の 分布に は 有意差 が あ っ た

（P；0 ，〔〕2）。   5 イi：生存率で は検診群 （95．0％ ）

が外来群 （85．5％ ）よ り 10％程度高 く、両 群 の 差

には有意差を認め た （pa   ．026＞。比例ハ ザー
ドモ

デル を用い て 検討 した結果は外来群に対す る検診

群の 粗ハ ザ
』

ド比 （95 ％ 信頼 区 i｝．，1）は 0．43 （0，2
− O．93）であり、外来群の 予後が検診群よ り有意

に 良好で ある こ とが示された。年齢、地域で 補正

した補 正 ハ ザ
ー・

ド比 （95 ％ 信頼区間） は 0．47

（0．2・1．0）、p＝O．O「

“3 だ っ た。 ［結論］検診群 の

チ宮体が ん は早期で 分化度の 高い もの が多く、ま

た 5 年生存率で も 有
’
意に高率で あっ た。

　LEi的 1 近年 ．癒 の V云移を抑制す る 1賦移抑 fls」物質

の 開発が望まれて い る ．rats 発 現紺胞 の 形 態 配 常

化を指 標 と して 新た に 精製 ・抽 出 され た コ ノ フ ィ

リ ン は il］ vitt
’
o に お い て ラ ッ トの K ．−

r！〜s 発現細 胞

の 細胞 増殖に 影響を与 えず に 浸潤 能 を抑 制す る こ

と が知 ら れて い る．従 っ て 、コ ノ フ ィ リ ン は細胞

殺 傷性 の 少な い 帳移抑 制作 1・llを有す る ll勿質 と して

期待され る，そ こで 今 回 我 々 は ：！ノ フ ィ リ ンが ヒ

ト子宮体癌細胞 の 増殖 ・接着
・
浸湖 に 与 え る 影響

を検索す る とと もに．その 作用機序 につ い て 検剖

した．　 「方 法1 ヒ ト子宮体癌 ri・1来株 SNG −一丁1の 培

養液 中 に ．」 ノ ノ ィ リ ノ 乞 添 川 し、、り MU ］tg　tLL

細胞数 の 変化、  凅相 化し た マ トリゲル 、コ ラ
ー

ゲ ン タ イプ
．
ivへ の 接 着，  Boyden 　Chal1ユberを

用 い た ∫1］ vi 乙r〔♪ lnvasic 〕n 　 assay に て 浸 潤細胞 数，

  フ ロ 　 サ イ ト メ ト リ ーに て 接着分 予 ¢ D4 ／1，イ

ン テ グ リ ン βL，E．一カ ドヘ リ ン の 発現 をそ れぞ れ解

析 した ．　 【成績 1（1）iSNG −．1［ は コ ノ ブ 9 リ ン濃度

0 ．03〜
〔）．［3，v，g ／niL ま で は 継 胞増殖 に 変化 は 見 られ

な か っ た 、細胞増殖に 変化を 与え な い コ ノ フ ィ リ

ン濃度 に おい て   固相化 し た．マ ト リゲル お よ び コ

ラ
ー
ゲ ン タイ フ

．
IV へ の 接着 細 泡数 は濃皮 依存 的

に減 少 し，  マ トリゲル へ の 浸 潤細 胞数 は濃度付く

存 的に 減少 した ．  コ ノ フ ijリ ン の 添！j［1に よ っ て ，

SNG −l！の CD44 お よびE一カ ドヘ リ ン の 発現は コ

ノ ブ ，・i リン非添加群 と比 べ 減 弱 し た が，イ ンテ グ

リ ン β 1に は変化が 認 め ら れ なか っ た ，　 L結 論」

コ ノフ ィ リ ン は 子宮体癌細胞SNG ・−IIの fn　 vi　t．　rc）

で の 細胞外基質 へ の接着や 浸潤を抑 制す る こ とを

明 ら か に し た．ま た コ ノ ブ ．イ リ ン が SNG −1］に お

け る 接 着分子C 」）44 お よ τ∫E一カ ドヘ リ ンの 発 現 に

影響を 与えて い る 口∫能 1生が 示 さ れ た ．
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